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 平成 21 年度に日向灘から調査を開始し、毎年調査海域を東方へ移動させ、平成 24 年度の東海沖ま
で実施してきた（図１）。これまでの調査では、毎年総距離が約 800kmの探査測線上に設置した海底地
震計(OBS)150~200 台により、制御震源であるエアガンの発振の記録、3 ヶ月程度の自然地震観測、お



























環として実施した。また、本研究で使用したデータの取得には、KR0816,	 KR0914,	 KY1002,	 KR10-11,	 





    






用いた OBS。深部低周波微動の分布は 2001-2009 年の活動
(Obara	 et	 al.,	 2010).	 	 
